
－５－  広報しもだ  ２００８. ４ 月号

◆平成２０年度「施政方針」と「予算」の概要
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
地
域
の
受

け
皿
づ
く
り
や
入
所
施
設
の
拠
点
的
な
役

割
を
重
視
し
た
基
盤
整
備
を
進
め
、
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
（
福
） 伊
豆
つ
く
し
会
が
建
設
を
進
め
て

い
る
知
的
障
害
者 （
児
） 施
設
に
つ
い
て
は
、

宇
土
金
の
生
活
寮
、
通
所
施
設
は
平
成　
２０

年
６
月
、
加
増
野
の
入
所
施
設
は
平
成　
２０

年　

月
の
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
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平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
特
定
健

２０

康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
、
糖

尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

妊
娠
・
出
産
に
お
け
る
健
康
確
保
を
図

り
、
積
極
的
な
妊
婦
健
康
診
査
の
受
診
を

推
進
す
る
た
め
、
自
治
体
に
お
け
る
公
費

負
担
を
従
来
の
２
回
か
ら
５
回
に
増
や
し
、

妊
産
婦
の
保
健
指
導
、
乳
幼
児
の
健
康
診

査
、
健
康
相
談
、
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

歯
科
保
健
事
業
に
お
い
て
は
、
成
人
歯

科
検
診
、
乳
幼
児
か
ら
の
む
し
歯
予
防
教

室
、フ
ッ
素
洗
口
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

緊
急
を
要
す
る
患
者
の
搬
送
に
つ
い
て

は
、
下
田
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に
建
設
し
た

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
有
効
活
用
し
、
救
急
救
命

活
動
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実

施
保
険
者
と
し
て
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
、
糖
尿
病
等
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
対
策
を
重
点
的
に
行
い
、

こ
れ
か
ら
予
想
さ
れ
る
医
療
費
の
抑
制
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者（
一
部　

歳
以
上
）

７５

６５

に
対
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
、

新
制
度
へ
の
移
行
を
円
滑
に
推
進
し
、
国

民
保
健
の
向
上
及
び
高
齢
者
福
祉
の
増
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

生
活
保
護
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
福
祉

事
務
所
に
お
け
る
就
労
支
援
・
ひ
き
こ
も

り
改
善
支
援
・
不
登
校
児
支
援
の
３
つ
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
要
領
を
制
定
し
自
立
更

生
を
図
り
、
生
活
保
護
実
施
の
適
正
化
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
中

２０

国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
新
た
な
支
援
策

が
実
施
さ
れ
、
暮
ら
し
や
老
後
の
安
定
等

実
現
す
る
た
め
の
生
活
支
援
を
進
め
ま
す
。
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東
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

市
民
の
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
意
識
を

高
揚
さ
せ
る
と
と
も
に
、
下
田
市
地
域
防

災
計
画
に
沿
っ
て
、
実
効
性
の
あ
る
地
域

防
災
訓
練
や
災
害
対
策
本
部
の
強
化
に
努

め
ま
す
。

　

情
報
伝
達
は
、
同
報
無
線
な
ど
に
よ
る

市
民
へ
の
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
の
提
供

に
努
め
、
ま
た
、
備
蓄
食
糧
や
地
域
自
主

防
災
組
織
の
備
品
の
整
備
を
強
化
し
、
災

害
発
生
時
の
広
域
救
護
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
か
ら
一
人
で
も

多
く
の
市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、
県
と

一
体
と
な
っ
て
住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
、

新
た
に
補
強
計
画
と
高
齢
者
等
に
対
す
る

助
成
制
度
を
設
け
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
（
東

海
･
倒
壊
） ― 
０
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害

の
防
止
の
た
め
市
内
４
か
所
で
急
傾
斜
地

対
策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

下
田
高
校
周
辺
の
交
通
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
歩
行
者
優

先
と
現
在
の
街
並
み

を
活
か
し
た
環
境
保

全
を
重
視
し
、
高
校

生
、
地
域
、
交
通
事

業
者
、
行
政
が
連
携

し
、
周
辺
地
域
の
生

活
、
通
学
、
交
通
環

境
の
改
善
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
予
想
さ
れ

る
東
海
地
震
に
備
え
、
老
朽
管
の
更
新
、

石
綿
管
の
改
良
、
浄
水
施
設
の
耐
震
化
を

実
施
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
及
び

下
水
道
だ
よ
り
を
活
用
し
、
積
極
的
に
下

水
道
の
役
割
を
Ｐ
Ｒ
し
、
普
及
率
、
水
洗

化
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
平
成

４
年
供
用
開
始
以
来　

年
が
経
過
し
、
処

１６

理
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
た
め
、

機
能
高
度
化
事
業
に
よ
り
機
器
更
新
工
事

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

住
宅
施
策
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
生
活

の
安
全
を
図
る
た
め
、「
地
域
住
宅
計
画
」

に
基
づ
き
計
画
的
に
市
営
住
宅
の
防
災
面

の
向
上
、
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
を
進

め
、良
好
な
住
環
境
の
供
給
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
た
木
造
の
市
営
住
宅
に

つ
い
て
は
、
人
口
推
移
や
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
統
廃
合
を
検
討
し
、
適

切
な
住
宅
の
供
給
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
、
信
頼

性
を
確
保
す
る
た
め
、
橋
梁
の
長
寿
命
化

修
繕
計
画
策
定
に
向
け
て
手
続
き
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
の
老
朽
化
に
よ
り
架

け
替
え
等
が
及
ぼ
す
道
路
交
通
の
社
会
的
、

経
済
的
損
失
を
軽
減
す
る
た
め
、
平
成　
２０

年
度
は
重
要
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

橋
梁
の
健
全
度
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

浄
化
セ
ン
タ
ー
内
に

完
成
し
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト

基
本
健
診
は

特
定
健
診
に
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上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
６
次
拡

張
事
業
を
継
続
し
、
須
原
地
区
の
事
業
を 交通環境整備の進む下田高校周辺
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画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
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遊
休
農
地
の
拡
大
防
止
と
解
消
を
図
る

た
め
、
稲
梓
地
区
で
「
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
」
を
利
用
し
、
集
落
で
の
共

同
作
業
を
促
し
耕
作
放
棄
地
解
消
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
は
、
築
磯
漁
場
の
活
用
を
図
る

と
と
も
に
稚
貝
放
流
等
の
種
苗
放
流
事
業

を
助
成
し
、「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
に

よ
る
水
産
物
の
安
定
供
給
を
推
進
し
、
地

場
の
水
産
物
を
中
心
に
し
た
消
費
拡
大
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
基
盤
整
備
事

業
と
し
て
、
須
崎
漁
港
水
産
基
盤
整
備
事

業
、
白
浜
漁
港
（
板
戸
地
区
）
水
産
基
盤

整
備
事
業
を
実
施
し
、
水
産
業
の
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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平
成　

年
度
の
最
重
要
課
題
と
し
て
、

２０

「
海
洋
浴
の
郷
・
下
田
」
の
一
層
の
周
知

の
た
め
、
下
田
の
魅
力
を
、「
自
然
」「
温

泉
」「
歴
史
」
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、

「
海
洋
浴
の
郷
・
下
田
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

定
着
さ
せ
、
事
業
の
実
施
と
Ｐ
Ｒ
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
下
田
市
親
善
大
使
の

１９

料
理
研
究
家
の
栗
原
は
る
み
さ
ん
を
招
き
、

料
理
教
室
の
開
催
や
ノ 
ル
デ 
ィ 
ッ 
ク
ウ 
ォ 
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成　

年
２０

度
に
お
い
て
も
、
下
田
な
ら
で
は
の
新
鮮

　

特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
専

門
的
知
識
を
有
す
る
臨
床
心
理
士
に
よ
る

教
育
相
談
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、日
々

の
生
活
･
学
習
支
援
の
た
め
の
支
援
員
を

１
人
増
員
し
、３
人
で
の
対
応
と
し
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
の

た
め
に
、
引
き
続
き
「
適
応
指
導
教
室
」

を
設
置
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

下
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
（
屋
根
）
改

修
工
事
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
安
心
で

き
る
中
学
校
教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
全
中

学
校
に
配
置
し
ま
す
。
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平
成　

年
度
は
、
昭
和　

年
５
月
に
ア

２０

３３

メ
リ
カ
合
衆
国
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
締

結
し
て
以
来　

周
年
の
節
目
の
年
で
す
。

５０

　
「
第　

回
下
田
市
黒
船
祭
」
に
ニ
ュ
ー

６９

ポ
ー
ト
市
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、　

周
年

５０

記
念
式
典
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
市
へ
の
公
式
訪
問
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
国
際
交
流
を
一
層

推
進
し
、
市
民
の
交
流
と
相
互
理
解
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

　

第
１
次
下
田
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
が
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、
継
続
的
、

総
合
的
、
計
画
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い

く
た
め
の
指
針
と
し
て
、
第
２
次
基
本
計

な
食
材
を
利
用
し
た
、
栗
原
流
下
田
レ
シ

ピ
の
提
供
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
な

ど
、
長
期
滞
在
型
の
交
流
客
数
の
増
加
を

図
る
た
め
、
官
民
一
体
と
な
り
、
組
織
的

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
学
生
の
長
期
滞
在
型
農
山
漁
村
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
新
た
に
全
国
募
集
さ
れ

る
た
め
、
モ
デ
ル
地
区
を
め
ざ
す
と
と
も

に
、
伊
豆
下
田
地
区
教
育
旅
行
協
議
会
と

連
携
し
、こ
の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、

各
地
区
の
民
宿
な
ど
体
験
宿
泊
事
業
の
拡

大
に
努
め
ま
す
。

　

富
士
山
静
岡
空
港
の
平
成　

年
３
月
開

２１

港
を
目
前
に
し
、
伊
豆
観
光
推
進
協
議
会

を
始
め
と
し
た
広
域
連
携
を
強
化
し
、
国

内
だ
け
で
な
く
、
東
ア
ジ
ア
等
、
外
国
か

ら
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
静
岡
県
と
と
も

に
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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商
工
会
議
所
や
商
店
会
連
盟
を
は
じ
め
、

下
田
Ｔ
Ｍ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ぎ
わ
い
社

広報しもだ  ２００８. ４ 月号  －４－

◆平成２０年度「施政方針」と「予算」の概要

昨
年
開
催
さ
れ
た

栗
原
は
る
み
さ
ん

料
理
教
室

全中学にＡＥＤを配置

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

中
等
と
連
携
し
、
様
々
な
事
業
や
商
店
街

通
り
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
展
開
に
よ
り
、

市
街
地
内
へ
の
来
遊
客
の
誘
導
を
図
り
、

商
業
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、
い

き
い
き
商
店
街
づ
く
り
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
、
中
央
商
店
街
駐
車
場
の
整
備
補

助
を
行
い
、
商
店
街
へ
の
人
の
誘
導
を
図

り
ま
す
。
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関
係
団
体
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
を

図
り
、
住
民
参
加
の
助
け
合
い
、
支
え
合

う
地
域
社
会
の
形
成
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
災
害
が
起
き
た
と
き
自
力
で

避
難
が
で
き
な
い
人
に
対
し
、
避
難
の
支

援
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
を
見
直
す
と
と
も

に
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
の
地
域

支
援
事
業
に
お
い
て
、
生
活
機
能
評
価
を

実
施
し
、
特
定
高
齢
者
の
把
握
に
努
め
、

介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
強
化

し
、
高
齢
者
に
対
す
る
総
合
相
談
や
権
利

擁
護
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
分
か
ら
乳
幼
児
医
療
費

２０

の
自
己
負
担
と
所
得
制
限
を
廃
止
し
、
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

障
害
者 （
児
） が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら


